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平成20年度の献血の受入に関する計画く案1の認可について

.諮問菖一..1J,..-,-し....一.-,

.平成20年度の献血の受入に関する計画く案い. ,

く参考l

.平成19年度献血受入計画く平成19年度4ノ-1 2月lにお

ける取組状況と平成20年度献血受入計画の策定について.
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厚生労働大臣 舛 添 畢

諮..問 書

薬事.食晶衛生審議会会長

望 月 正 隆 殿

平成2 0年度の献血の受入れに関する計画を認可することについて,安全な血液

製剤の安犀供給の確保等に関する法得く昭和3 1年法律第1 6 0剖第1 1条第3

項の規定に基づき,貴会の意見を求めます.
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平成20年3月4日

厚生労働大臣 舛添 要丁 様

日本赤十字社

理 事 層 本

平成2 0年度献血受入計画について

察市鞘
箪而土誤

標記につVlては1 r安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律Jく昭和3 1年牲

律第1 6 0号l第1 1条第1項の規定に基づき提出いたします.



,平成2 0年度献血受入計画について く概要l.

平成2 0年度献血受入計画については, r安全な血液製剤の安定供給の確保等に関す

る法律J第1 1粂及び同法律施行規則第4条に則り,各都道府県と協議し,当該年度に

献血により受け入れる血液の目標量,.その目標量を確保するために必要な措置に関する

事項及びその他献血の受入れに関する重要事項について1以下のとおり計画しますo

l..当該年度に献血により受け入れる血液の目標量.

平成2 0年度に献血により受け入れる血液の目標量については,各都道狩県におけ

る過去3年の輸血用血液製剤の需要動向と原料血賠の必要量から安定供給を確保す

るために,全血献血で約1 3.0万リットルl血小板成分献血で約3 1万リット八.血

購成分献血で約3 6万リットルの合計約1 9 7万リットルを確保することとしますo

なおl都道府県別目標量については,別紙1のとおりですo

日本赤十字社では,これらの目標畳を確保するために,臥坤方公共団体等との連
携の下に献血受入れに取り組みますo

2.前項の目標量を確保するために必要な措置に関する事項

くい 献血受入体制

0平成2 0年度に献血により受け入れる血液の目標量を確保するための各都道嘩

県献血受入施設ごとの稼動数及び目標畳についてはl別細2のとおりとしl医療

機関の需要に応じた400mL及び原料血賠確保のための成分献血を積極的に受入

れることとしますD

el献血者の利便性に配慮し,立地条件等を考慮した採血所の設嵐移動採申喜によ

る計画的採血乳効率的な療血を市うためOl献血受入体制の整備及び充実を継続

的に検討します.

61献血者が安心して献血セきるように職員の教育訓練の充実強化により献血者の

処遇向上.事故防止.安全確保に努めますこまた,アンケ-ト調査の実施等によ

り献血者の要望を把撞し,献血受入体制の充実に努めるとともに,嘩血者健康被

害救済制度の適正な運用に努めます-o
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61献血者の健康管理に資す石ためこ献血者全員に7項目の生化学検査成績1 400mL.

成分献血者には血球計数検査成績を引き続きお知らせいたしますoまた,生活習

慣病等の疾病療造が変化する丸時代に即した検査サ-ビスを目指して検査項目一

.の見直.しの検討を行いますo

く21献血考の確鍵対策

.少子高齢社会において1献血者の確保は重要な課題ですo国が推進する1献血構達

改革に従って,需給の安定及び安全性の向上の観点から,若年屑及び複数回献血考

の増加,安定的な集団献血の増加を中心として献血者の確保を図りますo

,そのために1国の献血推進計画と連携した基本的な受入方策と廟道府県の献血

稚進計画と連携した地域事情に見合った受入方策により献血者の確保に努めます.

またl十健康な高年齢層わ献血受入れについても積極的に推進しますo.なお,各
p 都道府県血液センタ-における主な取り組みは,別紙3のとお1りですo

l

く基本的な受入方策と具体的取り組み1

Gl若年層-の献血に関する普及啓発,複数回献血の受入増加及び年間を通した安定

的な血液確埠のため.全国キヤンペ-ンの実施や各種広報媒体を括用し.臥都
道府県及び市町村と連携して積極的な広報活動を展開しますD

.全国的な統一献血キヤンペ-ンを展開するゥ

r愛の血液助け合い運動月軌 く7月I

r第3回いのちと献血俳旬コンテストJく1 0J--2月I

r全国学生クリスマス献血キヤンペ-ンJ.く1 2月1

rはたちの献血キヤンペ-ンJく1一-2月I

r春の献血キヤンペTンJく3一-4月1

I地域甲特性に根ざした広報を積極的に展開するo

.インタ-ネット等そ括用した情簸提供及び情報収集を行うb
- 国が作成した献血推進キヰラクタ-を積極的に緒用する.
. 400mL.成分献血の必要性を訴えるc

eJ献血推進団体や青少年ボランテイア組嘩等との連携の髄化を図り,献血者の確保.

及び将来の献血に向けた普及啓発活動を行います.



.全国学生献血推進実行委員会の活動支援等1J学生献血推進活動を支援する.

1血液センタ-の施設見学や献血ボランテイア体験の受入れを推進するo

.血液事業の説明会や献血セミナ-等を実施する.

61企業等との連携を探めl献血者の確保を図ります.

.献血協賛企業ロゴマ-クを活用する.

.新規献血協力企業を開拓する.

.献血ル-ネ及び街頭等の移動郵血会場における協力企業-.団体数の増加を図る.

tgl複数回献血者め組織化を推進するとともに,献血者に対するサ-ビスの向上を図

り,原料血衆確保のための成分献血の推進を含め.複敦回献血者の確保に資する.

こととします.

.
二 r複数回献血クヲブJ登録者を増強ト情報琴供や献血依頼を実施する.

.複数回献血者の増加を図り.継続的に献血協力が待られるよう新たなサ-ビス

を検討し,実施する.

3.その他献血の受入れに関する重要事項

くり血液製剤の衰全性向上のための対策

国及び都道府県と連携し健康な献血者の確保に努めます.

r献血カこドJの活用を推進し,今後も献血者本人確認の的確性及び利便性の向上

に努めます.また,引き続きl検査目的献血の防止のためのr安全で黄任のある献

血Jの普及に努めますo さらにへ間診業務の充実強化に努めl安全な献血の受入れ

を図ります.

く2I.まれな血液型の血液確保

まれな血液型の献血血液は二基幹センタ-において在庫状況を管理しl必要に応

じ医療機関-供給します.また-まれな血液型の献血者には,登録を依頼するとと

もに必要時に献血を依頼しますo



く.3,l血液製剤の在庫管理と不足時の対応

赤血球製剤等の在庫予測に基づき,献血者確保対策を誇じて安定供給に努めま

.す..またl国及び都道府県にも在庫情報を提供し,万-の在庫不足時には対応手

順に基づき,関係機関と連携した.献血者確保方策を実施しますD

く4I災害時等における危機管理

災書時における広域的な需給調整等の手順に基づきi国,都道府県及び市町村と

連携して需要に見合った献血確保及び円滑な血按供給に努めますq

く5ン献血受入計画の分析七評価

献血の受入状況につVlて1臥都道府県及び市町村-情報を堤供しますbまたへ

その分析と評価を行い,次年度の献血受入計画の各種施策の検討に資することと

しますo-
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平砿20年度に献血により受入れる血液の目棲量を確保するための各採血所毎の目標量及ぴ稜働数

全血献血 枚勧軌 全血敵血
血事

棟槻数 全血献血
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オ-プン献血とは.献血LO3ぺッド等の器材を持参し.-事業所や学校の会l患量等を会鳩として行うi献血史入tL,方式,
複め致とは.血液センタ-.献血ル-ムでは関設El赦を.移勤探血車では配車台赦を.オ-プン献血では献血会粗数をいう.
血液センタ-碑触数丁岩苧県,.L.. C 1 4.8Jは.毎週月掛水膿.金曜の脚臥富山掛..く52川こ.毎過木曜の開臥静岡県1..く145は.毎過月BR一水曜.土旺の隈所く浜松センケ-ン.
崇良県.一. t 1 57Iは.J毎週火確一木曜- El曜,の即所予定.大分県. 1.ぐ3J lま.団体辞血.イベント時の珊所
献血ルームく出弓長呪噸蜘歎一浪箕県1..く153Ilま.毎過火一金.土曜の附所く長浜出弓昆所ン.鳥取県.i-く52JJL毎過水曜日の卑珊所く吉邸出張所ン.島租爪.一.く1之lは-毎月策2土喝日のみ閲所く益田出張所ン

ー1 -.
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平成20年4月1日現在の献血受入施設致等について 平成20年度の献血受入施投整備予定について

献血Jレ-ム 移動珠血車 成分採血装置
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については.行つてい

た血ルー.
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具捧的対資く項日勧二

血依 1 8へ一29歳の40Omし 血可
血液センタ-見学会.-p研こ 会.J講演会.

斤成人への 血パンフレシト配布 20 人 を迎える
Jリ-グくJ21ザスパ 進ポスター クラブサポ--タ-ヒ

-rh.甘-hし ノせ抹rtEfT.血教室及び

具体的対策く項El海,--1.

所の していない
匝ヨ 等の

団 小の 力できなくなった企 スペ1-ス 況で 血できない
血小砺戎 血協jj EB の拡大 センタ-及びル-ム 辺
男, 員が大 3回の い

団 の確 ショッビングセンタ-及び官公

具体的対策く項目者1 11.,.1.烏こ.1-,. 郷畔
主
日 製及び配布.. 血クラフ会 及ぴJTT,

ハガキ.メ-ルによる 血から丁-走 血 血クラブ会鼻
数回 はがきの送寸
釘回
ほっとキヤンベーン 血ルームでの
血バス会 血者の

享eI砿.i 具捧的対兼く項日名

血依 400mL 血可
受 寸時 進用資材の製作- 全血
渉外瞭での400mL 血の 進 血担当

医師の400ml 奨チラシの製 200ml

大企 での通勤時の呼びかけ
所内イントラによる200mじ受入れの抑

以

対 に 血ルニームのPR

日の成 血者 及び全血
翌巳の 血実施予定 問.場所をタ方の

市町400mL 血の 進
血者 対 ぐポイントキヤンペ-ン 次 まで1ケ月以内の成
血Jキヤンベ二ン000人 -般及び


